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報告

『リハビリテーション介護予防テキスト2019』のご紹介

令和2年度導入研修報告（地域包括ケアコース）

（一社）福島県言語聴覚士会

今回の導入研修は、新型コロナウイルス感染症の影響で、例年通りの開催が難しく『会場参加型

研修会における感染予防ガイドライン（日本言語聴覚士協会）』に準じて実施しました。

当日は8名の参加があり、地域包括ｹｱｼｽﾃﾑや自立支援型地域ケア会議における言語聴覚士

の役割を共有することができました。県士会としては、自立支援型地域ケア会議や通いの場への関

与などを含めた活動に対して、バックアップ体制づくりを進めています。今後の活動について質問等

ありましたら、各圏域の地域包括ケア委員にご相談下さい。最後に、快く会場や設備をお貸しいただ

きました国際医療看護福祉大学校様に深く感謝申し上げます。

研修では、地域包括ケアシステムや介

護保険制度などの基礎知識から、実際の

事例を用いたグループワークを通して、会

議に臨む姿勢やSTとしての観察のポイント

などを学びました。実際に、自立支援型地

域ケア会議に助言者として出席してみて

、平易な言葉やポイントを絞った伝え方は

、知識がなければ難しいことを痛感しました

。過去の事例や、助言内容を参考に、地

域づくりの支援ができればと思います。

（竹田綜合病院：本田友子さん）

次回からのケア会議に参加するにあ

たり、参加しました。専門以外の幅広い

基礎知識の大切さを再確認しました。

また、グループワークでは、質問・助言

など専門職ならではの見方や具体的

なエピソードで質問すると、他職種に

イメージしやすくなるテクニックも知るこ

とができました。導入研修で学んだこ

とを自分の出席する会議で生かして

いきたいと思いました。

（ひらた中央病院；小山敏弘さん）

～目次～

Ⅰ.総論 1p.

Ⅱ.フレイルとは 2p.

Ⅲ.介護予防におけるリハビリテーション専門職の役割 4p.

福島県理学療法士資料 7～44p.

福島県作業療法士会資料 45～86p.

福島県言語聴覚士会資料 87～134p.

1.疾患の特徴・視点

2.よくある相談への対応のコツ

3.今すぐ活用！実践できる資料集

講師：板東

（地域包括ケア委員長）

2019年度に福島県リハビリテーション専門団体協議会より、

『リハビリテーション介護予防テキスト2019』が作成されました。

福島県言語聴覚士会からは、板東委員長、大野委員、佐藤

委員の3名を中心に資料作成が行われ、とても見やすく

（オシャレに！）素晴らしい内容と

なっています。地域の実際の活

動に活用できるものです。 次

のページに、各委員からのコメン

トと内容を紹介します。

「2020地域包括ケアフォルダ」
→「便利ツールフォルダ」
→「2019作成フォルダ」

【会員の皆様】
皆さんがデータを確認できる
よう現在検討しています。
少々お待ちください。

【助言者の方】 OneDrive参照ください
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今回、この資料作りを手伝うことになって初めに考えたことは、

“お得な情報を持ち帰って、誰かに伝えたくなる！実践したくな

る！”そんな資料にすることでした。「助言者が持っていきたくな

る資料」にするためにどうするか。「事例提要者が持ち帰って実

践したくなるアイディア」をどう盛り込むか。「当事者がやってみ

たい」と思えるにはどうすれば良いか。どの立場でも使いたくな

る資料にすることを目指しました。その考えに則ってデザインも

考えましたが、果たしてその通りの出来になっているでしょうか。

この資料が新たに助言者となる皆さまの役に立ち、皆さまが

地域ケア会議で活躍できることを願っております（県中委員：

佐藤伊久生）

言語聴覚士ができること・役割は、病棟・事業所・地域など

様々な場所で確実に根付き、広がっていると思います。そのよ

うな中で、どの領域やステージにおいても、「地域と関わる」こ

との重要性は、特にSTの場合はより強く切実なものとなってい

るように感じています。日々のリハビリテーションの中では、機

能回復だけでなく在宅や施設・住民の集いなどへの活動・参

加の広がりを目指し、「地域での生活」を意識した目標管理・

アプローチ・退院時/在宅支援が行われています。「家族と笑

いあって伝えられるように」、「美味しく・楽しく食卓を囲めるよう

に」、「その方が自分らしい暮らしを続けられるように」、「いつま

でも元気に生活できるように」、私達STの日々の臨床は、す

べて地域と繋がる活動だと感じます。

その他にも、自立支援型地域ケア会議や総合事業・介護

予防の講習会、イベント参加など、関連職種・地域住民から

のニーズも徐々に高まっています。自分１人で取り組むと難し

く感じやすいですが、手を取り合いながら・助け合って、協力し

て行なっていくと、気持ちのハードルもグッと低くなり、楽しい学

びの場にもなると思います。地域と繋がる活動は、私たちに

とっての活動・参加支援のようなものかもしれません。人数が

他職種よりも少ない分、県士会や研修などで出逢ったSTは、

色々なところでまた顔を合わせる仲間だと思います。

今回の資料が、地域に繋がっているSTのみなさんを『つなげ

る』きっかけになれば幸いです。（県北委員：大野 真稔）

現在、地域包括ケアシステムの構築に向けて、医療・介護・住まい・生活支援・介護予

防が一体的に提供されるような体制作りが進められています。都道府県及び市町村は、そ

の地域性に基づき、街づくりを進めなければなりません。リハビリテーション専門職は、地域

を支える関係者と顔の見えるネットワーク作りを行い、様々な活動を色々な垣根を越えて

繋ぎ合わせ、新しい価値を見出していくことが大切であると考えています。

今、盛んに行われているリハビリテーション専門職を活用した地域活動は、私たちに

とって、高齢者の生活支援の在り方を再考する良い機会であると考えています。その経験

を通して、普段、医療現場で働いていることの多い言語聴覚士が、目の前の患者さんの

在宅生活をを踏まえ、より実践的な支援を提供できるようになると考えています。

また、入院される患者さんの暮らしに目を向けると、病気になるまで知らず知らずのうちに

不健康になる小さな自己決定を積み重ねていたことに気付き、早期発見・早期予防の重

要性を再認識すると思います。さらには、今後の在宅生活の在り方を話し合う中で、人そ

れぞれ生きる上で大切にしているものが異なることを知り、多様な生き方に寄り添うことが

大切であると感じられると思います。 このような学びを得ることは臨床のスキルアップに繋

がり、言語聴覚士の立場で社会貢献が出来ることは職業の啓発と発展に寄与すると考え

ています。そのため、福島県言語聴覚士会が一丸となって地域包括ケアシステム構築の

推進に取り組み、より多くの方たちに関わってもらえるような体制作りを進めていきたいと考

えています。 （委員長：板東 竜矢）

難聴・認知症、失語
症など幅広い内容が
掲載されています！


